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手術直前の患者 さんに向き合 う場面があ りま
す。病院医療 を担 う一員 として、 「明 日は手
術ですね。ちょっと緊張されますか ? でも
大丈夫ですよ。 がんば りましょうね」などと








変わった、新鮮 な感 じを受けられる方 も多い
のではないで しょうか。
本大学病院では、手術 を受けられる患者 さ

















神的準備が間に合わない とい う問題が生 じつ




患者 さんの身体的 ・心理的準備 を多職種が連





































































































術前 の治療 につ いて は臨機 応変 に各部 門員 の診 療予 約 等 の合 間 に対 応 、 あ る いは専 門診 療科 に依 頼 す る。
の都合で週 2日しかないのですが、一方で手
術 日は何曜 日にもな り得 ますから、手術前の
プラークフリーは毎 日夕方に歯科医師 1名、
歯科衛生± 1名を当番制で配 し、原則翌 日手








また、術後 の患者 さんの口腔 内の管理 に
も積極 的に取 り組んでい ます。一週 間の業
務(表1)に言己載 しているように、ICUの往診
や、病棟 に帰室 した術後の患者 さんの往診 に
も積極的に行っています。現場の看護師 と口




トをお知 らせ す る一方、看護 師で は困難 な
ケースでは歯科衛生士が看護師等 と連携 して
口腔内の管理 ・ケアにあたっています。
経 口気管挿管患者 を対象 に、 口腔 ケ‐/に









術後 の患者 さんの誤味 を防止 し、“誤味性肺
炎ゼロ"運動 を始めています。
























































の管理 に関す る技術者 的な立場 か ら、全身
的 ・医科的な知識 とともに、全人的で豊かな
人間″性をもった、医療 に一石 を投 じるような
活動ができる歯科衛生士が世 に求められ始め
ているからではないか と私 は考 えています。
大変な内容 と感 じられるかもしれません。
でも一方で、医療職 としての一員 として、 と
てもや りがいのある仕事でもあ ります。平成
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一員 としてあた りまえの存在 になっているよ
うに思います。歯科診療所で地域医療 に貢献
する仕事 も当然ながら非常 に重要な仕事であ
る一方、歯科衛生士職 には病院医療 を担 うと
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